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聖 栄 会 だ よ り（1） 平成20年４月

出
来
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
食
品
学

科
で
は
完
成
年
度
後
の
学
科
改
組
に
向
け
て
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

新
構
想
で
は
コ
ー
ス
制
に
し
て
、
食
品
科
学

コ
ー
ス
と
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
に
し
、
前

者
は
食
品
産
業
で
活
躍
で
き
る
技
術
者
を
養
成

す
る
コ
ー
ス
と
し
、
後
者
は
食
品
の
流
通
の
分

野
で
活
躍
で
き
る
人
材
や
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
に

携
わ
る
小
規
模
店
の
後
継
者
を
養
成
す
る
コ
ー

ス
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
同
学
科
で
は
、
昨
年

夏
に
は
一
年
生
が
恒
例
の
フ
ィ
ー
ル
ド
研
修
を

長
野
県
で
行
い
、
九
月
に
は
二
年
生
を
中
心
に

希
望
者
が
海
外
研
修
（
タ
イ
の
食
品
加
工
会
社

の
視
察
）
を
行
い
ま
し
た
。
三
年
生
は
希
望
者

が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
い
、
食
品
関
係
の

会
社
等
で
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

管
理
栄
養
士
学
科
の
現
在
の
三
年
生
は
四
月

か
ら
本
格
的
に
病
院
、
保
健
所
、
給
食
施
設
及

び
社
会
福
祉
施
設
等
で
臨
地
・
校
外
実
習
が
実

施
さ
れ
る
ほ
か
、
来
春
の
管
理
栄
養
士
国
家
試

験
に
備
え
て
、
受
験
勉
強
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
一
〜
二
年
生
は
主
に
解
剖
生
理
や

生
化
学
な
ど
の
専
門
基
礎
教
科
の
学
力
の
向
上

を
計
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
現
在
管
理
栄
養
士

国
家
試
験
を
受
験
す
る
本
会
員
の
数
は
他
の
大

学
・
短
大
の
卒
業
生
に
比
べ
て
多
い
の
で
、
働

き
な
が
ら
受
験
を
す
る
会
員
の
皆
様
に
同
窓
会

と
し
て
何
ら
か
の
手
助
け
が
出
来
れ
ば
よ
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
一
つ
だ
け
苦
言
を
呈
し

ま
す
。
そ
れ
は
聖
栄
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
半

年
以
上
経
っ
て
も
内
容
が
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な

い
こ
と
で
す
。
同
窓
会
の
台
所
事
情
は
判
り
ま

せ
ん
が
、
こ
の
情
報
化
時
代
に
他
の
予
算
を
切

っ
て
で
も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
刷
新
し
、
会
員

に
最
新
の
ニ
ュ
ー
ス
を
流
す
の
が
第
一
義
と
考

え
ま
す
が
、
如
何
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
役
員

会
で
検
討
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

春
の
日
差
し
も
日
一
日
と
濃
く
な
る
今
日
こ

の
頃
で
す
が
、
会
員
の
皆
様
に
は
日
々
ご
活
躍

の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
大
学
も
開
学
以
来
四
年

目
に
な
り
、
今
年
は
完
成
年
度
の
年
を
迎
え
ま

し
た
。
短
大
か
ら
大
学
へ
移
行
し
て
、
大
学
の

組
織
は
一
応
整
い
ま
し
た
が
、
中
身
と
な
る
と

一
朝
一
夕
に
変
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

名
実
共
に
大
学
に
な
る
た
め
に
は
ま
だ
相
当
の

時
間
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
大
学
は
着
実

に
進
化
し
て
お
り
ま
す
。

ご
承
知
の
通
り
、
昨
年
は
学
園
創
立
六
十
周

年
を
迎
え
、
創
立
記
念
日
の
五
月
三
十
一
日
に

は
記
念
式
典
を
行
い
、
教
職
員
の
永
年
勤
続
表

彰
や
記
念
事
業
と
し
て
創
立
者
の
渡
邊
正
助
・

富
久
子
両
先
生
の
レ
リ
ー
フ
を
「
わ
た
な
べ
記

念
館
」（
旧
橘
寮
の
跡
地
に
五
十
周
年
記
念
事
業

で
建
立
し
た
体
育
館
兼
講
堂
）
の
正
面
玄
関
に

掲
額
致
し
ま
し
た
。
な
お
、
レ
リ
ー
フ
の
写
真

は
聖
栄
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
更
に
六
月
に
は
皆
さ
ん
が
慣
れ
親
し
ん

で
き
た
「
学
校
法
人
　
オ
リ
ム
ピ
ア
学
園
」
の

法
人
名
が
「
学
校
法
人
　
東
京
聖
栄
大
学
」
に

変
わ
り
ま
し
た
。

今
年
か
ら
四
年
生
が
誕
生
し
、
よ
う
や
く
大

学
の
体
を
な
し
て
き
ま
す
が
、
少
子
化
の
影
響

を
受
け
て
学
生
募
集
に
は
苦
戦
し
て
お
り
ま
す
。

管
理
栄
養
学
科
は
比
較
的
応
募
す
る
学
生
が
多

い
の
で
す
が
、
食
品
学
科
の
応
募
状
況
は
楽
観

聖
栄
会
の
皆
様
へ

昨
年
は
、
学
校
法
人
オ
リ
ム
ピ
ア
学
園
創
立

六
十
周
年
記
念
に
あ
た
り
、
記
念
事
業
と
致
し

ま
し
て
、
学
園
創
立
者
で
あ
る
渡
邊
正
助
・
富

久
子
両
先
生
の
レ
リ
ー
フ
を
作
製
し
、
わ
た
な

べ
記
念
館
に
掲
額
す
る
と
い
う
計
画
を
福
澤
学

長
先
生
よ
り
伺
い
ま
し
て
、
日
頃
よ
り
、
校
門

内
に
胸
像
が
御
一
緒
に
な
い
こ
と
を
心
寂
し
く

感
じ
、
足
の
遠
の
く
思
い
で
お
り
ま
し
た
。
皆

様
も
同
じ
思
い
を
な
さ
れ
て
お
ら
れ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
学
園
よ
り
、
こ
の
記
念
事
業
に
聖

栄
会
に
も
ご
寄
付
願
い
た
い
、
と
の
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。
聖
栄
会
で
も
卒
業
生
の
気
持
ち
を

込
め
て
、
こ
の
事
業
に
参
加
致
し
た
い
と
思
い

ま
し
て
、
お
知
ら
せ
致
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
皆

様
よ
り
、
本
募
金
の
趣
旨
に
御
賛
同
下
さ
い
ま

し
て
、
多
大
な
御
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
レ
リ
ー
フ
を
わ
た
な
べ
記
念
講
堂
に
掲

額
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
深
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
御
来
校
の
折
に
は
、

お
立
寄
り
願
い
ま
す
と
、
渡
邊
正
助
・
富
久
子

両
先
生
が
お
待
ち
に
な
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
学

園
の
名
称
も
学
校
法
人
東
京
聖
栄
大
学
と
変
更

に
な
り
ま
し
た
。
益
々
学
園
は
発
展
の
途
を
た

ど
っ
て
お
り
ま
す
。

国
内
の
相
次
い
だ
食
品
不
祥
事
で
、
消
費
者

の
不
信
が
高
ま
っ
た
折
、
こ
ん
ど
は
矛
先
が
、

中
国
製
冷
凍
ギ
ョ
ウ
ザ
に
よ
る
中
毒
事
件
が
世

の
中
を
走
り
、
中
国
製
食
品
に
向
け
ら
れ
ま
し

た
。
次
々
と
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
、
色
々
な

事
件
が
明
る
み
に
な
り
、
食
に
関
す
る
衝
撃
を

受
け
て
い
ま
す
。
企
業
に
は
改
め
て
、
責
任
を

持
っ
て
、
安
全
な
食
品
を
提
供
し
て
も
ら
い
た

い
も
の
で
す
。
ま
た
、
私
達
も
、
各
国
の
さ
ま

ざ
ま
な
商
品
に
、
し
っ
か
り
と
目
を
見
ひ
ら
い

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
聖

栄
会
会
員
の
皆
様
、
こ
の
よ
う
な
、
気
の
休
ま

る
暇
の
な
い
中
で
の
御
活
躍
の
た
め
、
お
体
に

は
十
分
お
気
を
つ
け
な
さ
っ
て
下
さ
い
。
御
案

じ
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

本
年
度
の
総
会
も
、
学
内
の
多
目
的
ホ
ー
ル

に
て
行
い
ま
す
。
学
園
創
立
者
で
あ
る
渡
邊
正

助
・
富
久
子
両
先
生
の
レ
リ
ー
フ
が
、
わ
た
な

べ
記
念
館
に
掲
額
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
皆
様
お

揃
い
で
伺
い
ま
し
ょ
う
。

第
十
九
回
食
文
化
研
究
会
は
北
イ
タ
リ
ア
の

伝
統
料
理
を
文
京
区
白
山
「
ヴ
ォ
ー
ロ
・
コ
ズ

イ
」
で
行
い
ま
し
た
。
イ
タ
リ
ア
・
ロ
ン
バ
ル

デ
ァ
地
方
で
修
業
さ
れ
た
西
口
大
輔
シ
ェ
フ
に

よ
り
、
魚
料
理
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
風
、
ム
ー
ル

貝
、
長
崎
の
イ
サ
キ
、
ホ
タ
テ
の
カ
ッ
ソ
ピ
ー

パ
、
肉
料
理
の
自
家
製
の
コ
テ
キ
ー
ノ
な
ど
、

東
京
で
は
な
か
な
か
食
べ
る
こ
と
の
出
来
な
い

お
料
理
を
堪
能
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

第
二
十
回
食
文
化
研
究
会
は
、
二
十
回
記
念

と
致
し
ま
し
て
、
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
を
、
十

月
五
日
（
日
）
に
企
画
致
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

今
年
のj

聖
栄
葛
飾
祭k

は
、
十
一
月
八
日

（
土
）
〜
九
日
（
日
）
で
す
。
聖
栄
会
協
賛
、
恒

例
のj

餅
つ
き
大
会k

と
お
抹
茶
の
席
を
設
け

て
、
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

聖
栄
会
と
東
京
聖
栄
大
学
の
発
展
を
願
い
、

皆
様
の
御
活
躍
と
御
健
康
と
御
多
幸
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

「聖栄葛飾祭」開催される
11月10日、11日「聖栄葛飾祭」が「食からはじ

めるエコロジー」をテーマとして行われました。
学園創立 60周年にあたる記念の年ということで、
記念イベントとして評論家 山田五郎氏の講演、
大学と学友会「エコロジー」共同企画　映画「不
都合な果実」上映など、さまざまなイベントが開
催されました。
今年度も聖栄会は、恒例のもちつきに協賛参加

し、またお茶席を設け、同窓生同士の歓談の場と
なりました。

母
校
の
創
立
者
で
あ
る
渡
邊
正
助
・
富

久
子
両
先
生
が
新
小
岩
の
地
に
オ
リ
ム
ピ

ア
洋
装
学
院
を
開
校
し
て
か
ら
早
、
六
十

年
の
歳
月
が
流
れ
、
昨
年
五
月
三
十
一
日

に
記
念
式
典
並
び
に
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

六
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
渡
邊
正

助
・
富
久
子
両
先
生
の
レ
リ
ー
フ
が
完
成

し
わ
た
な
べ
記
念
館
玄
関
ホ
ー
ル
に
掲
額

さ
れ
ま
し
た
。
母
校
に
お
越
し
の
際
は
是

非
ご
覧
下
さ
い
。

母
校
は
四
年
制
大
学
と
し
て
本
年
完
成

年
度
を
迎
え
、
益
々
の
発
展
を
聖
栄
会
で

は
願
っ
て
お
り
ま
す
。

学
校
法
人
オ
リ
ム
ピ
ア
学
園

創
立
六
十
周
年
記
念
式
典

聖
栄
会
会
長

荻
野
　
薫
子

理
事
長
・
学
長

福
澤
美
喜
男

平成20年度聖栄葛飾祭は11月8日～9日開催です
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平
成
十
九
年
度

定
期
同
窓
会
開
催

平
成
十
九
年
度
聖
栄
会
総
会
が
、
六
月
三
日（
日
）、
東
京
聖
栄
大
学

に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

田
島
氏
（
専
七
）
の
開
会
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
永
野
氏
（
短
三
）

と
浦
野
氏
（
短
十
二
）
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

荻
野
会
長
（
専
二
）
よ
り
次
の
よ
う
な

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

「
先
日
、
学
校
法
人
オ
リ
ム
ピ
ア
学
園

六
十
周
年
記
念
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

に
つ
き
ま
し
て
も
皆
様
か
ら
多
大
な
ご
寄

付
を
願
い
ま
し
て
、
一
千
万
円
以
上
に
な

っ
た
よ
う
で
す
。
同
窓
会
か
ら
も
百
万
円

寄
付
い
た
し
ま
し
た
。
六
十
周
年
記
念
は

渡
邊
夫
妻
の
レ
リ
ー
フ
を
作
成
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
聖
栄
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
事
業
内
容
な
ど
い
ろ
い
ろ
ご
案
内
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
聖
栄
会
各
種
の

催
し
に
ご
参
加
願
い
た

い
と
思
い
ま
す
」

引
き
続
き
、
報
告
、

議
事
と
進
行
さ
れ
ま
し

た
。荒

木
氏
（
短
九
）
か

ら
平
成
十
八
年
度
事
業

報
告
、
篠
原
氏
（
短
三

十
三
）
か
ら
十
八
年
度

会
計
報
告
が
あ
り
、
会

員
の
拍
手
を
以
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て

十
九
年
度
事
業
計
画
案

と
予
算
案
が
提
出
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

役
員
改
正
に
伴
い
、

新
役
員
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

会
　
長
　

荻
野
　
薫
子（
専
２
）

副
会
長
　

森
　
　
民
子（
専
１
）

田
島
　
　
敬
（
専
７
）

総
　
務
　
　
荒
木
　
裕
子
（
短
９
）

山
本
　
直
子
（
短
21
）

庶
　
務
　
　
内
堀
　
恵
子
（
専
９
）

渕
辺
　
真
紀
（
短
32
）

高
橋
　
涼
子
（
短
33
）

飯
田
真
由
美
（
短
37
）

吉
田
真
知
子
（
短
38
）

書
　
記
　
　
板
橋
美
智
恵
（
専
６
）

高
木
　
史
恵
（
短
31
）

会
計
監
査
　
牛
澤
　
良
美
（
短
27
）

中
尾
　
祥
子
（
短
37
）

平
成
二
十
年
度
　
定
期
総
会
開
催
の
ご
案
内

平
成
二
十
年
度
の
定
期
総
会
な
ら
び
に
懇
親
会
を
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

記

◎
日
　
　
時

六
月
一
日
（
日
）

定
期
総
会
　
　
十
一
時
か
ら

懇
親
会
　
　
　
十
二
時
か
ら

◎
会
　
　
場

総
　
会
／
東
京
聖
栄
大
学
別
館
四
階
会
議
室

懇
親
会
／
多
目
的
ホ
ー
ル

◎
懇
親
会
費

一
〇
〇
〇
円

な
お
、
懇
親
会
は
本
年
も
昨
年
同
様
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
皆
様

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

（
同
封
の
は
が
き
で
五
月
二
十
五
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
欠
席
の
場
合
で

も
必
ず
ご
投
函
下
さ
い
）

.
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.
.

.
.

.
.

.
.

.
.

.
.

.
.

.
.

.
.

.
.

.
.
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.

.
.

.
.

.
.

.
.

.
.

.
.

.
.

.
.

.
.

.
.

.
.

.
.

.

.
.

.
.

.
.

.
.

.
.

.
.

.
.

.
.

.
.

.
.

.
.

.
.

.
.

.
.

.
.

.
.

.
.

.
.

.
.

.
.

.
.

.
.

.
.

.
.

.
.

.
.

.

食
文
化
研
究
会
も
本
年
で
二
十
回
を

迎
え
ま
す
。
本
年
は
二
十
回
記
念
事
業

と
し
て
、
バ
ス
旅
行
を
計
画
い
た
し
ま

し
た
。
コ
ー
ス
は
古
い
面
影
を
残
す
町

並
み
が
美
し
い
佐
原
を
訪
ね
、
酒
造
工

場
を
見
学
し
ま
す
。
そ
の
後
、
昼
食
は

イ
タ
リ
ア
料
理
の
名
店
リ
ス
ト
ラ
ン

テ
・
カ
ス
テ
ッ
ロ
に
て
コ
ー
ス
料
理
を

い
た
だ
き
ま
す
。
カ
ス
テ
ッ
ロ
は
地
元

で
採
れ
た
有
機
野
菜
を
使
っ
た
体
に
優

し
い
イ
タ
リ
ア
料
理
で
、
山
田
遼
一
郎

シ
ェ
フ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

そ
の
後
、
庭
園
の
美
し
い
川
村
記
念
美

術
館
を
訪
ね
シ
ャ
ガ
ー
ル
な
ど
の
名
画

を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
（
シ
イ
タ

ケ
狩
り
も
予
定
し
て
い
ま
す
）。
是
非
皆

様
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

記

日
　
時

十
月
五
日
（
日
）

集
合
場
所
・
時
間

東
京
聖
栄
大
学
　
九
時
集
合

参
加
費

九
八
〇
〇
円

（
バ
ス
代
、
カ
ス
テ
ッ
ロ
食
事
代
、
入

館
料
、
シ
イ
タ
ケ
狩
り
、
保
険
代
込

み
）

コ
ー
ス

新
小
岩
―
佐
倉
シ
イ
タ
ケ
狩
り
―
佐

原
酒
造
工
場
見
学
・
佐
原
町
並
み
散

策
―
佐
倉
カ
ス
テ
ッ
ロ
に
て
昼
食
―

川
村
記
念
美
術
館
見
学
―
新
小
岩

募
集
定
員

四
十
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
）

※
参
加
ご
希
望
の
方
は
東
京
聖
栄
大
学

食
品
学
第
二
研
究
室
・
荒
木
ま
で
お

申
し
込
み
下
さ
い
。
詳
し
い
案
内
書

を
送
付
い
た
し
ま
す
。

電
話

〇
三
―
三
六
九
二
―
〇
二
一
一

（
内
線
一
四
五
）
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❄
❄

❄
❄

❄
❄

❄
❄

❄
❄

第
二
十
回
食
文
化
研
究
会
開
催
に
つ
い
て

第
十
九
回

食
文
化
研
究
会
開
催
さ
れ
る

第
十
九
回
食
文
化
研
究
会
は
、
参
加
者

二
十
二
名
で
、
東
京
白
山
の
「
ヴ
ォ
ー

ロ
・
コ
ズ
イ
」
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

重
厚
で
シ
ッ
ク
な
店
内
で
の
会
食
は
楽
し

い
も
の
で
し
た
。
今
回
の
食
文
化
研
究
会

は
、
北
イ
タ
リ
ア
料
理
に
つ
い
て
の
研
修

で
、
食
文
化
研
究
会
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

メ
ニ
ュ
ー
を
準
備
し
て
い
た
だ
き
、一
皿
、

一
皿
丁
寧
に
解
説
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
中
で
も
日
本
で
は
あ
ま
り
食
す
る
こ

と
の
出
来
な
い
コ
テ
キ
ー
ノ
と
い
う
北
イ

タ
リ
ア
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
料
理
を
出
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
初
め
て
口
に
す
る

料
理
の
感
想
は
様
々
で
し
た
が
、
参
加
者

の
皆
さ
ん
は
お
い
し
く
頂
い
た
よ
う
で

す
。
料
理
の
終
盤
に
西
口
シ
ェ
フ
が
各
テ

ー
ブ
ル
を
回
り
質
問
に
応
じ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
し
き
り
に

メ
モ
を
取
っ
た
り
写
真
に
収
め
た
り
と
非

常
に
熱
心
で
、
意
義
深
い
研
修
会
と
な
り

ま
し
た
。

デザート コテキーノ



聖 栄 会 だ よ り（3） 平成20年４月

平
成
十
九
年
六
月
、
忘
れ
る
こ
と
の
出

来
な
い
素
晴
ら
し
い
再
会
が
あ
り
ま
し

た
。
聖
徳
栄
養
専
門
学
校
第
七
期
生
の
同

級
会
が
四
十
五
年
ぶ
り
に
水
戸
で
開
催
さ

れ
た
の
で
す
。
参
加
へ
の
呼
び
か
け
は
水

戸
近
郊
在
住
の
方
々
を
対
象
に
し
た
よ
う

で
す
。

幹
事
の
中
間
猛
夫
さ
ん
、
益
子
ミ
チ
子

さ
ん
、
鹿
野
島
好
美
さ
ん
は
水
戸
に
お
住

い
で
、
そ
れ
ぞ
れ
お
仕
事
を
な
さ
り
な
が

ら
お
世
話
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
は
た

し
て
参
加
し
て
く
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
か

ど
う
か
の
不
安
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
ご

案
内
六
十
七
通
を
出
さ
れ
た
よ
う
で
す

が
、
三
十
四
名
も
の
多
く
の
参
加
者
が
集

い
、
凄
い
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

同
級
生
は
い
い
も
の
で
す
ね
。
何
十
年

と
逢
っ
て
い
な
く
て
も
、
逢
え
ば
話
が
弾

ん
で
尽
き
る
こ
と
な
く
、
想
像
以
上
の
楽

し
さ
と
懐
か
し
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

想
え
ば
十
八
の
歳
に
お
互
い
栄
養
士
を

め
ざ
し
夢
と
希
望
を
抱
い
て
聖
徳
の
門
を

く
ぐ
っ
た
の
で
す
。
お
国
言
葉
の
飛
び
交

う
教
室
で
共
に
学
び
楽
し
い
青
春
時
代
を

過
ご
し
、
卒
業
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩

み
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
間

の
お
話
や
懐
か
し
い
想
い
出
話
、
色
々
な

分
野
で
活
躍
さ
れ
た
お
一
人
お
一
人
の
様

子
な
ど
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
現
在
大
半
の
方
は
リ
タ
イ
ア
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
今
な
お
情
熱
を
燃
や
し
現

役
で
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
方
も
お
ら
れ
ま

し
た
。

日
帰
り
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
あ
っ
と

い
う
間
の
お
別
れ
に
な
り
ま
し
た
。「
四

十
五
年
目
に
お
逢
い
で
き
る
と
は
思
っ
て

も
い
な
か
っ
た
」「
二
度
と
お
逢
い
で
き

る
と
は
考
え
て
も
み
な
か
っ
た
友
と
夢
の

四
十
五
年
ぶ
り
夢
の
同
級
会

専
門
七
期

伝
宝
　
秀
子
（
旧
姓

永
井
）

様
な
ひ
と
時
を
過
ご
せ
ま
し
た
」「
皆
さ

ん
か
ら
頂
い
た
元
気
で
こ
れ
か
ら
も
頑
張

り
た
い
」
な
ど
と
、
喜
び
や
感
激
の
声
が

多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

せ
っ
か
く
来
た
の
だ
か
ら
と
、
一
泊
し

た
十
二
名
は
、
幹
事
さ
ん
に
日
本
三
公
園

の
一
つ
で
あ
る
水
戸
の
「
偕
楽
園
公
園
」

を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
面
積
は

三
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
あ
る
そ
う
で
す
。
と

て
も
回
り
き
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
何
処
ま
で
も
続
く
梅
林
や
、

み
ご
と
で
美
し
い
孟
宗
竹
林
、
国
指
定
重

要
文
化
財
な
ど
日
本
な
ら
で
は
の
佇
ま

い
、
雅
な
庭
園
に
歴
史
の
重
み
を
感
じ
つ

つ
、
別
世
界
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

今
回
こ
の
よ
う
な
楽
し
い
機
会
を
作
っ

て
頂
き
、
何
か
ら
何
ま
で
き
め
細
や
か
な

お
世
話
を
し
て
頂
い
た
幹
事
の
皆
様
に
大

い
に
感
謝
を
し
、
再
会
を
誓
っ
て
お
別
れ

と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
日
迄
お
互
い
元

気
で
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。
後
日
幹
事

さ
ん
か
ら
送
っ
て
頂
い
た
写
真
を
見
て
、

皆
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
笑
顔
は
青
春
時
代

そ
の
ま
ま
だ
と
思
い
ま
し
た
。

常
日
ご
ろ
、
母
校
と
聖
栄
会
の
ま
す
ま

す
の
、
ご
繁
栄
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
、
卒
業
し
て
か
ら
な
ん
と
三
十
年

ぶ
り
に
、
母
校
を
訪
れ
ま
し
た
。

友
か
ら
の
誘
い
で
、「
定
期
総
会
で
会

い
ま
し
ょ
う
。
私
た
ち
の
同
窓
会
を
し
ま

し
ょ
う
」
の
言
葉
に
促
さ
れ
、
当
時
の
食

品
科
学
部
の
メ
ン
バ
ー
五
人
と
定
期
総
会

に
参
加
し
た
の
で
し
た
。
懐
か
し
い
そ
の

場
所
に
は
、
近
代
的
な
新
し
い
校
舎
が
建

て
ら
れ
、私
た
ち
を
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
、
こ
の
学
校
を
二
回
卒
業
し
て
い

ま
す
。

一
回
目
は
、
昭
和
四
十
九
年
三
月
夜
間

二
部
に
お
い
て
、
中
学
校
教
諭
二
級
（
家

庭
科
）
の
免
許
を
頂
き
、
二
回
目
は
、
昭

和
五
十
一
年
三
月
昼
間
一
部
に
お
い
て
、

栄
養
士
の
免
許
を
頂
き
ま
し
た
。
四
年
間

こ
こ
で
学
ん
だ
若
き
日
の
歳
月
。
今
の
私

の
は
じ
め
の
一
歩
が
こ
こ
に
あ
り
ま
し
た
。

当
時
の
夜
間
部
は
、
女
性
ば
か
り
で
な

く
男
性
も
い
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
も
三
ク
ラ

ス
あ
り
百
二
十
名
も
の
人
が
、
夕
方
六
時

か
ら
九
時
ご
ろ
ま
で
学
び
、
何
も
か
も
が

新
鮮
で
楽
し
か
っ
た
授
業
を
思
い
出
し
ま

す
。
教
職
科
は
、
二
十
名
の
少
人
数
で
し

た
が
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
良
い
ク
ラ
ス
で

し
た
。
担
任
の
樋
口
ゑ
み
先
生
は
、
厳
し

さ
の
中
に
い
つ
も
笑
顔
で
心
配
り
、
気
配

り
の
あ
る
や
さ
し
い
方
で
し
た
。

夜
間
部
は
、
教
え
て
く
だ
さ
る
先
生
方

も
魅
力
的
で
あ
り
、
私
た
ち
が
人
生
の
見

あ
れ
か
ら
三
十
年

そ
し
て
今

短
大
十
二
期

松
山
み
よ
子
（
旧
姓

吉
岡
）

本
と
し
た
い
大
人
の
先
輩
方
で
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。
卒
業
の
時
に
頂
い
た
色
紙
「
心

清
け
れ
ば
楽
し
き
事
多
し
」、
こ
の
言
葉
は

今
で
も
我
が
家
の
家
訓
に
な
っ
て
い
ま
す
。

二
回
目
の
学
生
生
活
、思
い
だ
す
の
は
、

部
活
動
の
「
食
品
化
学
部
」
の
こ
と
で
す
。

国
立
図
書
館
に
調
べ
に
行
っ
た
こ
と
や
、

「
鶏
肉
の
鮮
度
し
ら
べ
」
で
ニ
ワ
ト
リ
を

飼
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
、
現
在
の
学
園
の

理
事
長
で
あ
り
ま
す
福
澤
美
喜
男
学
長
、

そ
し
て
荒
木
先
生
に
は
、
色
々
と
お
手
数

を
か
け
失
態
し
た
こ
と
な
ど
、
学
園
生
活

の
楽
し
か
っ
た
こ
と
と
同
時
に
懐
か
し
い

思
い
出
で
す
。

そ
し
て
今
、
わ
た
し
は
、
小
学
校
の
講

師
と
し
て
教
員
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
教

え
て
い
る
の
は
、
自
然
体
験
か
ら
学
ぶ
「
環

境
教
育
」。
も
う
九
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

学
校
を
卒
業
、
同
時
に
子
供
に
恵
ま
れ

二
児
の
親
に
な
り
ま
し
た
。
子
育
て
の
中

で
興
味
を
持
っ
た
の
は
料
理
す
る
こ
と
と
食

べ
る
こ
と
。
毎
日
の
暮
ら
し
の
過
程
に
お

い
て
思
っ
た
こ
と
は
、
安
全
な
食
材
を
求

め
健
全
な
体
と
心
の
発
育
に
、
親
と
し
て

ど
う
関
わ
っ
て
い
け
ば
良
い
の
か
で
し
た
。

生
活
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
、
子
供
と
共
に

行
事
を
楽
し
み
な
が
ら
、
自
然
の
中
を
よ

く
歩
き
ま
し
た
。
季
節
を
感
じ
木
や
生
き

物
や
昆
虫
に
夢
中
に
な
る
わ
が
子
に
、
背

中
を
押
さ
れ
る
よ
う
に
、
私
も
興
味
を
持

っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
取
れ
る
資

格
に
気
づ
き
、
自
然
体
験
や
環
境
に
関
す

る
資
格
ま
た
環
境
省
の
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
も
取
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て

「
子
ど
も
環
境
講
座
」「
エ
コ
ク
ラ
ブ
」

「
環
境
会
議
」
な
ど
講
師
と
し
て
活
動
し

始
め
ま
し
た
。
一
九
九
九
年
に
は
、
千
葉

県
女
性
海
外
派
遣
者
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の

ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
州
に
派
遣
さ
れ
、
環
境

に
関
し
て
学
ぶ
機
会
を
得
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
そ
の
頃
か
ら
小
学
校
や
公
民
館

に
お
い
て
、
地
域
や
生
活
の
中
で
、
自
分

た
ち
に
で
き
る
こ
と
か
ら
行
動
を
促
す
環

境
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
依
頼
が
増
え
、
今
日
に

至
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
と
共
に
自

然
体
験
の
中
か
ら
、
命
の
つ
な
が
り
や
大

切
さ
を
考
え
環
境
に
配
慮
で
き
る
地
球
人

を
め
ざ
し
、
共
に
学
び
あ
い
、
輝
い
て
生

き
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
母
校
の
益
々

の
ご
発
展
と
関
係
者
皆
様
の
ご
活
躍
と
ご

健
康
を
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

卒
業
後
、
私
は
給
食
会
社
で
約
十
年
間

働
き
ま
し
た
。
小
児
病
院
、
百
床
以
下
の

個
人
病
院
、
七
百
床
以
上
の
総
合
病
院
、

老
人
保
健
施
設
等
に
配
属
さ
れ
、
い
ろ
い

ろ
な
規
模
、
設
備
を
持
つ
施
設
を
見
比
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
初
の
数
年
は
厨
房
業
務
が
主
な
仕
事

で
し
た
。
私
は
調
理
が
好
き
だ
っ
た
こ
と

と
、
こ
れ
か
ら
先
、
栄
養
士
を
続
け
る
な

ら
調
理
に
関
す
る
知
識
は
多
い
方
が
良
い

と
思
い
、
調
理
師
以
上
に
何
で
も
で
き
る

よ
う
に
な
ろ
う
と
、
調
理
技
術
も
学
ん
で

い
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
大
き
な
厨

房
で
も
人
の
動
き
と
時
間
に
対
し
て
の
調

理
の
進
行
状
況
等
も
わ
か
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

配
属
先
が
変
わ
る
と
厨
房
よ
り
も
事
務

業
務
が
増
え
、
発
注
や
食
数
管
理
、
献
立

作
成
、
ま
た
、
人
員
調
整
や
後
輩
指
導
も

業
務
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ

と
は
、
業
務
そ
の
も
の
の
他
に
業
者
さ
ん

や
病
棟
で
働
く
方
、
短
時
間
の
パ
ー
ト
タ

イ
ム
の
方
々
等
、
内
部
、
外
部
に
か
か
わ

ら
ず
、
様
々
な
立
場
の
方
々
と
の
接
し
方

栄
養
士
を
振
り
返
っ
て

短
大
三
十
一
期

中
島
千
枝
子

に
つ
い
て
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
と
て
も

良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

毎
日
と
て
も
忙
し
く
、
め
ま
ぐ
る
し
く

日
々
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
が
、
良
い
仲

間
に
も
恵
ま
れ
、
と
て
も
大
切
な
時
間
を

持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
昨
年
か
ら
百
床
ほ
ど
の
内
科

の
病
院
で
管
理
栄
養
士
と
し
て
働
い
て
い

ま
す
。
業
務
に
は
も
ち
ろ
ん
栄
養
指
導
も

あ
り
ま
す
。
栄
養
指
導
は
初
め
て
だ
っ
た

の
で
と
て
も
不
安
に
な
り
、
勉
強
を
し
直

し
ま
し
た
。
ま
た
普
段
は
解
っ
て
い
る
こ

と
で
も
、
い
ざ
指
導
と
な
る
と
緊
張
の
た

め
う
ま
く
話
せ
な
か
っ
た
り
、
話
の
順
序

が
前
後
し
て
し
ま
っ
た
り
し
て
、
後
で
落

ち
込
む
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
最
近
は
少

し
慣
れ
て
き
て
、
指
導
の
合
間
の
患
者
さ

ん
と
の
会
話
を
楽
し
む
こ
と
も
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
指
導
内
容
を
理
解
し

て
く
だ
さ
っ
た
返
事
や
表
情
を
見
る
こ
と

が
で
き
た
り
、「
い
ろ
い
ろ
教
え
て
も
ら

っ
て
良
か
っ
た
わ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
下

さ
る
と
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
勉
強
の
日
々
で
す
が
、
学
ぶ
こ

と
の
楽
し
さ
を
感
じ
る
毎
日
で
す
。

学
生
時
代
、
そ
れ
ほ
ど
栄
養
士
願
望
は

無
く
、
少
し
や
っ
て
み
よ
う
か
と
思
い
働

き
始
め
て
か
ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
十
数

年
。
専
門
職
を
続
け
て
知
識
を
増
や
し
た

い
と
い
う
思
い
は
昔
か
ら
あ
っ
た
の
で
、

こ
こ
ま
で
や
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
私
ら
し
く
マ
イ

ペ
ー
ス
で
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
聖
徳
栄
養
短
大
で
の
友
と
の

出
会
い
、
先
生
方
と
の
出
会
い
、
と
て
も

か
け
が
え
な
く
、
こ
の
学
校
を
選
ん
で
本

当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
東
京
聖
栄

大
学
の
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

●平成20年度 
　オープンキャンパス日程 

第1回 

第2回 

第3回 

第4回 

7/19（土） 

7/26（土） 

8/23（土） 

8/30（土） 

●受験相談会日程 

第1回 

第2回 

第3回 

第4回 

19/27（土） 

10/18（土） 

12/16（土） 

1月～2月 

※聖栄葛飾祭当日受験相談
コーナーを開設します 

※お問い合わせは 
　電話03-3692-0238 
　入学相談室まで 

お知らせ 



聖 栄 会 だ よ り 平成20年４月　　　　 （4）

平
成
十
九
年
度
の
食
品
学
科
の
海
外
研

修
旅
行
は
訪
問
地
を
タ
イ
国
と
し
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
二
年
生
を
中
心
に

し
た
二
十
八
名
、
引
率
教
員
は
松
本
信
二

教
授
、
荒
木
裕
子
講
師
の
二
名
で
、
七
月

三
十
一
日
か
ら
八
月
七
日
ま
で
の
八
日
間

に
亘
り
タ
イ
北
部
チ
ェ
ン
マ
イ
と
バ
ン
コ

ク
を
訪
れ
見
聞
を
広
め
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

今
回
の
研
修
の
目
的
は
、
世
界
の
食
料

供
給
国
と
し
て
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い

る
タ
イ
の
食
品
加
工
工
場
視
察
と
食
品
市

場
や
バ
ザ
ー
ル
な
ど
の
見
学
を
通
し
て
食

文
化
を
学
ぼ
う
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ま

た
、
見
て
食
べ
て
経
験
し
て
タ
イ
の
文
化

を
吸
収
し
よ
う
と
欲
張
り
な
研
修
で
も
あ

食
品
学
科
タ
イ
研
修
旅
行
実
施
さ
れ
る

■
キ
ャ
ン
パ
ス
通
信
■

５月、天候にも恵まれ、体育祭が開催されました。
「100 m走」、クラス対抗の「綱引き」や「玉入れ」、男子
学生対抗の「騎馬戦」など活気あふれる体育祭となりまし
た。最後は恒例のクラス選抜リレーに盛り上がりました。

クラス選抜リレー

100m走

クラス対抗の長縄跳び

男子学生対抗の騎馬戦

り
ま
し
た
。

工
場
の
視
察
は
、
わ
が
国
で
は
な

か
な
か
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
加
工

工
程
の
現
場
を
見
学
す
る
こ
と
が
で

き
、
教
科
書
の
中
で
は
学
べ
な
い
貴

重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
、

ト
ム
ヤ
ン
ク
ン
を
は
じ
め
、
四
種
の

タ
イ
料
理
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

現
地
の
コ
ッ
ク
さ
ん
か
ら
教
え
て
い

た
だ
い
た
後
、
実
習
し
て
各
グ
ル
ー

プ
で
腕
を
競
い
あ
っ
た
こ
と
も
良
い

経
験
と
な
り
ま
し
た
。

研
修
の
ほ
か
に
、
寺
院
や
エ
レ
フ

ァ
ン
ト
キ
ャ
ン
プ
な
ど
を
訪
れ
大
い

に
学
び
楽
し
ん
だ
八
日
間
で
し
た
。

タイ料理講習会

ハントラ稲作試験場での研修

サハチョール社工場見学

フードアンドドリンク社工場見学

体　育　祭

クラス対抗の玉入れ

一年生の国内研修
●管理栄養学科・夏季研修
夏季研修は、神奈川県の河口湖方面にて１泊２日で行われました。４年間の学習
内容、臨地実習や国家試験、将来めざす管理栄養士の活躍の場とその重要性などに
ついて研修しました。平成19年度から初めて行われた研修でしたが、意見交換など
が行われ、学生達はこれから学んでいく目標を再確認できたようです。

●食品学科・フィールド研修
フィールド研修は、８月上旬に長野県飯田市方面で２泊３日にて実施されました。
アイスクリームづくりや五平餅づくり、野菜収穫体験、寒天工場見学などが行われ、
「ものづくり」の技術と楽しさを学ぶ食品学科の学生達にとりまして、今年度も有
意義な研修になったようです。


